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GAFAに負けない。

1月 25日 (金 )付、日経新聞のコラム「OphiOn」 から。          |
東芝が今後力を入れる事業にPOSレジがある。小売業のEC(電子商取引)

比率は、日本で5.7%。 米国でも約1害1しかなく、リアルな世界の市場の方が

経済規模は圧倒的に大きい。東芝のPOS事業の販売シェアは国内が6害 1、

海外が3割。POSを握る東芝は、楽天やヤフーの他、アマゾンより多くの消費

者データが集まってくる可能性がある。上手く使えば、リアルの消費経済を東

ねるプラットフォーマーになれるチャンス。

ハードウエアの逆襲。ハードが絡む現実経済の方が規模や勝機が大きいこ

とが多い。巨大なGAFA(グーグル、アップル、フェイスブック、アマゾン)では

小回りが利かずできないこと、国、都市の単位でカスタマイズ(個別最適化)

が求められるサービスの市場は確実に広がっている。ハード事業をネットと関

連付けること、その事業が日本の次の稼ぐ力になる。

1月 7日 付、日経ビジネスのコラム「企業経営」には、「IT業界と異なり、製造

業は多様なハードウエアとソフトの両方があり、デファクト(業界標準)をとる

ハードルは高い。製造業のIOT(Internet of Things)は 、IT業界のように少数

の覇者が支配権を握りやすい世界とは異なる」と。

昨年10月 から戦略社長塾土曜隔週に参カロされているシステムエンジエア。

彼は、この勉強会からヒントを得て、製造業 (工場)向けのIOT新製品を開発

し、早々と某製造業 (工場)に導入する運びとなつた。「工場現場の問題」⇒

「IT技術。知恵」×「ハードゥェア(機器)」⇒「問題解決」。工場は定期的に点

検が必要だつたために人を配置していた。新製品は、設置されたハードウエ

アからリアルタイムに情報がネット経由で伝わり、人による日々 のフ点検をする

必要がなくなり、点検における無人化が可能になった。

製造業のIOTに絞ってみると、製造業 (工場)自 体が個別性であり、問題′点

もまちまち。確かに一強になりえない。月ヽ規模なシステムエンジエアでも切り

込めるチャンスはある。二次下請け業者だったのが、元請になれる。

1月 20日 付、日経新間に「書店に入場料『体験型』で出版不況に挑むJ

という記事。

映画館や博物館のように入場料を徴収する書店「文喫」が東京・六本木

に開業。 「本と出合うための本屋Jを うたい文句に、1500円 (税別)を
払つて入店すれば、購入前の本を何冊でも制限時間なく読める。喫茶ス

ペースでは功口琲と煎茶が飲み放題。 「本を選ぶ時間自体に価値がある。恋

に落ちるように一冊の本と出合つてほしい」。

どうすれば町に書店を残せるかという難題をクリアするための試み。
「絶対にもうかるという勝算はなかつた。正直いってチヤレンジだつた」。

滑り出しは上々。一般的な書店よりも客単価や購入率は高い。

欲しい本が決まつている人を狙つても、小さな書店に勝ち目はない。
「何か面白い本、興味を引く本はないか」という人に向けた店でなければ。

画一的な店舗から本を選ぶという行為を楽しむ体験型へ。

対アマゾン、対ネット。試行錯誤は続く。

まわりの調和を壊し自分が苦しむ

うまくいかなくて充実感を得られない人生は、自分に対しても

まわりに対しても、嫌な気分をつくります。

そういう人は、自分の失敗を他人や社会のせいにします。

そうしてまわりの調和を壊し、反作用で自分が苦しむことになるのです。

個人が充実感を感じるか不満を感じるかによつて、

社会の平和は左右されるのです。

「ブッダの教え一日―話」(PHP研究所/アルボムッレ・スマナサーラ)より

獅
経
髯
，
鸞
， 手
綴


